
11＿　高齢者の労働力串
（単位：％）

年　　 度 6 0 6 1 甲 6 3 フC 2

合　 計 6 2 ．9 6 2 ．7 6 2 ．6 6 乙 6 6 3 ．0 6 3 ．4

男

性

男 性 計 7 8 ．0 77 ．6 7 7 ．3 77 ．0 7 7 ．0 7 7 ．3

高 齢 者 4 乱 1 4 8 ．2 4 8 ．0 4 8 ．0 4 8 ．5 4 9 ．6

女

性

女 性 計 4 8 ．7 4 8 ．5 4 8 ．7 4 9 ．0 4 9 ．7 5 0 ．2

高 齢 者 2 2 ．1 2 2 ．1 2 2 ．1 22 ．2 2 2 ．5 2 2 ．8　 －

（備考）1．総務庁「労働力調査」により作成。

2．高齢者とは60歳以上を示す。

12．労働日寺問の推移
（単位：時間、％）

年　　　 度

6 0 6　ユ 6 2 6 3 ‘ フこ 2

総 労 働 時 間 2 1 12 2 1 0 4 2 1 2 0 2 1 0 0 2 0 7 8 2 8 4 4

（対 前 年 度 比 ） （▲ 0 ．3 ） （▲ 0 ．3 ） （ 0 ．9 ） （▲ 0 ．9 ） （▲ 1．1 ） （▲ 1．3 ）

うち所 定 内 労 働 時 間 19 3 3 1 叩 2 19 3 8 1 9 12 18 8 8 1 8 5 9

（対 前 年 度 比 ） （▲ 0 ．4 ） （ 0 ．0 ） （ 0 ．4 ） （▲ 1．5 ） く▲ 1．2 ） く▲ 1．2 ）

うち所 定 外 労 働 時 間 17 9 1 7 2 1 82 1 8 8 18 8 18 5

（対 前 年 度 比 ） （ 1．3 ） （▲ 3 ．7 ） （ 6 ．8 ） （ 5 ．6 ）‘・ （ 0 ．4 ） （▲ 1．0 ）

四　　 半　　 期

2 ／1卜 6 7 －9 10 －12 3 ／1 －3 ． 4 －6 7 －9

絵 労 働 時 間 － － － － －

（▲ 2 ．1 ）（対 前 年 度 比 ） （▲ 0 ．7 ） （▲ 1．2 ） （▲ 1．3 ） （▲ 1．9 ） （▲ 2 ．2 ）

うち所 定 内 労 働 時 間 － － － － －

（▲ 1．6 ）（対 前 年 同 期 比 ） （▲ 0 ．5 ）・ （▲ 1．2 ） （▲ 1 ．3 ） （▲ L 8 ） （▲ L T ）

うち所 定 外 労 働 時 間 － － － － －

（対 前 年 同 糊 比 ） （▲ 0 ．5 ） （▲ 0 ．6 ） （ 0 ．4 ） （▲ ‘3 ．5 ） （▲ 6 ．2 ） （▲ 7 ．4 ）

（備考）1．労働省「毎月勤労統計調査」により作成。

2・対前年比は、事業所の抽出暫え等に伴うギャップを修正した指数を用いて計算。
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（単位：％）
1　3．　物価

年度 （前 年度比）

60 6 1 62 63 元 2

消 費 者 物 価 上 昇 率 1．9 0．0 0．5 0．8 2．9 3．3

「基調 を示 す指 数」 1．8 0．4 0．5 0．6 2．7 2．6

卸 売 物 価 上 昇 率 ▲ 3．3 ▲ 9．4 ▲ 2．0 ▲ 0．7 3．5 1．6

四 半 期 （前 年 同 期比 ）

2／4 －6 7 －9 10 －12 3 ／1－3 4 －6 7 －9

消 費 者 物 価 上 昇 率 2．4 2 ．8 3．8 3 ．8 3 ．4 3 ．2

「基 調 を 示 す 指 数 J 2．0 2 ．3 2．7 3 二1 3 ．0 3 ．0

卸 売 物 価 上 昇 率 1．8 1．0 1．9 1．6 0 ．3 0 ．0

（備考）1．総務庁「消費者物価指数」、日本銀行「卸売物価指数」により作成。

2．「基調を示す指数」とは、消費者物価指数（総合）から、天候要因により変動の大きい生鮮食品、

鶏卵及び切り花を除き、また、石油製品は湾岸危桟の影響があったこと、宿泊料は調査日の関係で

大きく変動する場合があることから、それぞれの一時的変動要図を除き補正することにより求めた

指数で、経済企画庁物価局で推計したものをいう。
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14・ニューヨーク、ハンブルクと上ヒ較した
東京の生害十費の物価水準の推移

曇
▼‾fてノ▼ 物価水準の比較 贋冥力平価．
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東京と

ニューヨーク

の坪較

昭　和　6 3 年

平 成 元 年

平　成　 2　年

平成3年3月

l

1．3．9 倍

1．1 6

1．3 2

1．2 3

’＼
（円／Fル）

1 7 8

1 7 4

1 7 0

・ 1 6 8

（円／rル）

1 2 8

1 5 1

・ 1 2 9

・ 1 3 7

東京と

バン1ルク

の比較

昭 和 6 3 年

平 成 元 年

平 成　2　年

平成3年3月

1．4 7

1．2 0

1．2 4

1．2 7

（円／マ脚）

・ 1 0 7

1 0 7

1 0 8

1 0 9

（円／マルク）

7 3

8 9

8 7

8 6

（備考）1．「物価レポート’91」により作成。

2．物価水準の比較は、両都市の物価水準に対する東京の

物価水準の倍率で示し、（購買力平価／為替レート）で算出。
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15．　地価公示イ正格の地域男り推移
（住宅地、60年1月＝100）

60年 1 月 61年 1月 62年 1月 63年 1 月 元年 1 月 2 年 1月 3 年 1月

東京圏 100 103．0 125．1 211．0 211．8 225．8 240．7

大阪圏 100　‾ 102．6 106．1 125．8 ・167．0 260．6 277．6

名古屋圏 100 101．4 lp 3．0 110．5 128．7・ 154．7 183．7

地方平均 100 101．7 102．9 104．9 109．5 122．0 138．6

（備考）1．国土庁「土地の動向に関する年次報告」等を元に経済企画庁総合計画局試算。

1　6．　株価の動向

60／ト 3 4－6 7－9 10－12° 6 1／卜 3 4－6 7－9 10－12

日本 95 4．3 0 9 8 9．07 1，02 0．8 6 1．0 22．0 7 1，08 7．90 1．27 6．0 2 1．46 5．0 3 1．4 6 6．7 9

6 2／ト3 4－6 7－9 10－12 6 3／ト 3 4「6 7－9 10－12

日本 1，7 4 7．4 6 2，120．8 1 2，0 6 1．0 5 1．90 1．3 6 1，9 74．3 8 2．173．06 2，165．4 5 2，2 14．36

●
元／卜3 4－6 7－9 10－12 2 ／1－3 4－6 7－9 10 －12

日本 2，4 4 1．7 9 2．48 7．1 1 2．5 94．7 1 2，7 5 1．17 2，6 13．57 2．30 3．0 5 2．05 9．83 lこ．7 4 6．2 5

3 ／上 3 4－6 7－9

日本 1．84 9．38 1，9 4 7．84 1，7 53．7 4

（備考）1．東証株価指数により作成。

2．数値は月中平均。
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（単位：％）

年 度 （前 年 度 比 ）

6 0　　　 6 1 6 2 6 3 フて 2

輸 出 数 量 4 ．0 ▲ 0 ．7 1＿・1 5 ．9 2 ．6 6 ．4

〝 金 額 （円 ベ ー ス ） ▲ 1 ．ユ ▲ 1 5 ．1 ▲ 4 ．4 5 ．6 1 1．3 7 ．7

〝 金 額 （ ド ル ベ 一一 ス ） 7 ．7 17 ．8 10 ．7 1 4 ．6 0 ．3 8 ．4

四 半 期 （前 年 同 期 比 ） ．

2 ／4 －6 7 －9 1 0 －12 3 ／1 －3 4 －6 7 －g

輸 出 数 量 5 二7 3 ．5 9 ．6 5 ．6 ▲ 0 ．4 3 ．6

〝 金 額 （円 ベ ー ス ） 13 ．3 7 ．5 6 ．1 4 ．3 ▲ 2 ．1 1 ．9

〝 金 額 （ ド ル ベ ー ス ） ▲ 0 ．5 3 ．7 1 5 ．9 1 4 ．5 1 0 ．1 9 ．6

（備考）・1．大蔵省r貿易統計jにより作成。

2．年度の数量指数は試算値。

1　8．　輌輸入
（単位：％）

年 度 く前 年 度 比 ）

6 0 6 1 6 2 6 3 元 2

輸 入 教 五 1 ．2 1 0．7 1 2 ．8 1 3 ．8 ＿ 5 ．8 6 ．8

〝 金 額 （円 ベ ー ス ） ▲ 1 1 ．0 ▲ 3 0 ．6 l L 4 1 0 ．5 2 2 ．4 1 2 ．4

〝 金 額 （ ド ル ベ ー ス ） ▲　 3 ．4 ▲　 3 ．6 ．2 9 ．2 1 9 ．7 1 0 ．4 1 3 ，1

製 品 輸 入 比 率 3 1．5 4 4 ．1 4 5 ．6 4 9 ．7 5 0 ．3 4 9 ，6

四 半 期 （前 年 同 期 比 ）

2 ／4 －6

可 10 －12

3 ／1 －3 4 －8　　　 7 －9

輸 入 教 丑 8 ．5 6 ．4 6 ．5 6 ．9 0 ．6 3 ．3

′′金 額 （円 ベ ー ス ） 1 9 ．9 1 0 ．8 15 ．7 3 ．9 ▲ 7 ．4 ▲ 6 ．4

〝 金 額 （ ド ル ベ ー ス ） 5 ．2 6 ．6 2 6 ．3 1 3 ．7 4 ．3 0 ．8

製 品 輸 入 比 率 5 1．8 5 2 ．8 4 7 ．2 4 7 ．6 5 2 ．6 5 2 ．3

く備考）1．大蔵省「貿易統計Jにより作成。

2．年度の数量指数は試罪伍。
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19．　国際収支

′　年　 度

60 61 62 63 刀： 2

経常収支 （兆円） 12．1 15．1 11．7 9．9 、 7．6 4．7

〟 ドルベース （億ドル） 550 941 845 773 534 337

〟対 G N P く％） 3．7 4．4 3．3 2．8 1．9 1．1

貿易収支 （兆円） 13．5 16．2 13．0 12．2 10．0 9．8

〝 ドルベース （億㌦） 616 10 16 940 953 700 699

貿易外収支 （兆円） ▲1．0 ▲0．8 ▲0．8 ▲1．7 ▲1．8 ▲3．2

′′ドルベース （億㌦） ▲ 47 ▲ 51 ▲ 57 ▲135 ▲126 ▲225

（参考）

円 レー ト （円／Fル） 221．1 159．8 138．3 128．3 142・寧 141．3

原油妬格 （ドル／Jト＿レめ 27．3 13．8 18．2 14．8 17．9 23．3

世界貿易・（前年比、一％） 5．0 4．1 6．8 9．0 7．1 5．0

●

四半期 （季節調整済、年率）

2／4－6 7－9 10－・12 3／I－3 4－6 7－9

経 常収支 （兆 円） 4．9 4．1 3．3 9．5 10．3 10．5

〝 ドルベース （俵㌦） 3 17 2 80 25 6 7 10 7 49 7 74

〝対 G N P （％ ） 1．1 0．9 0．8 ．2．1 2．3 2．3

貿 易収支 （兆 円） 8．4 9．6 8．8 12．4 13．0 15．0

〝 ドルベ⊥ス （億㌦） 54 5 6 60 67 1 925 93 9 ＝0 0

貿 易外収支 （兆円） ▲3．1 ▲4．3 ▲4．5 ▲ 0．8 ▲2．1 ▲ 3．5

′′ドルベース （億ドル） ▲20 0 ▲2 97 ▲345 ▲　 6 0 ▲ 150 ▲2 57

（参 考）

円 レー ト （円／㌦ ） 155．3 145．2 13 0．8 133．9 138．3 136．・5

原 油肛枯 （㌦／パーレめ 17．2 18．2 32．5 2 3．2 17．7 18．5

世界貿易 く前年比、％）
－ － － － － －

（備考）1．日本銀行r国際収支統計」等により作成。

2．円レートは、インターバンク直物中心相場平均値。

3．原油価格は、通関輸入価格（CI F）。

4．世界貿易は、OECDエコノミック・アウトルックによる（暦年、製品・敦盛ベース）．0
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20・海夕も直接投資の動向
（単位：億ドル、かっこ内は％）

年　 度 6 0 6 1 し 6 2 6 3 フC 2

総　 額 ‘ 1 2 2 2 2 3 3 3 4 4 7 0 6 7 5 5 ・6 9

（対 前 年 度 比 ） （2 0 ．3 ） （82 ．7 ） （4 9．5 ） （4 0．9 ） （4 3．6 ） （▲ 15 ．7 ）

うち製 造 業 2 4 3 8 ・ 7 8

I

1 3 8 1 6 3 1 5 5 －

（対 前 年 度 比 ） （▲ 6．1） （6 1．8 ） （1 05 ．8 ） （7 6．3 ） （18 ．0 ） （▲ 4．9 ）

（備考）1．大蔵省「対外直接投資届出統計」により作成○
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